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研究発表 

なし 

 

研究成果： 

非圧縮粘性流れに対する二次元渦度方程式を歪対称の Poisson 括弧と半負定値対称の散逸

括弧を用いて定式化した。また、それに離散変分導関数法を適用して運動エネルギーとエン

ストロフィーが非粘性流れにおいては正確に保存し，粘性流れに対しては適切に散逸する

数値解析手法を開発した。 

 

 


